
62Kansai Electric Power Group Integrated Report 2025

BX
　当社グループは、中期経営計画に掲げる三つの取組みの柱（EX・VX・BX）の実現に向け、デ
ジタルを「変革のドライバー」と位置づけています。特にAIは凄まじい速さで進化しており、
2030年頃には破壊的なイノベーションである「AI産業革命」が到来すると想定しています。こ
うした未来を見据え、AI産業革命後の「DXビジョン」および、ビジョンに至る道のりを「DXロー
ドマップ」として策定しています。また、全社戦略であるDXロードマップを部門ごとの施策に具
体的に落とし込むかたちで「部門DX計画」を策定しました。さらにその推進のために、DXを加
速する基盤として「データマネジメント」、「DX風土の醸成」、「DX人財の育成」の整備を進めて
います。

　DXの推進にあたっては役員をトップとした全体戦略の検討や方向づけをおこなう「DX戦略委員会」、施策の
検討や展開をおこなう「各部門」、DXの専業会社で施策実施に必要な技術支援をおこなう「K4 Digital株式会
社」が三位一体となって検討を進めています。2025年6月にはOpenAI社と生成AI活用を通じたDX推進を目的
とした戦略的な連携を開始しました。連携開始に伴い、K4 Digital社内に専門家のチームとしてOpenAI CoE
(Center of Excellence)を設置し、この体制を活用して生成AI活用事例の創出・展開に取り組んでいます。

DX戦略
DXの推進状況
　2018～2024年度に、610件のPoC（概念実証）を実施し、そのうち473件を実用化
しています。また、2019～2024年度で年平均200億円以上のDX投資を実施してお
り、2024年度現在のDX効果は約270億円/年と順調に成果を上げており、IRRは約8%
の見込みです。また、当社の生成AIを活用したDX推進の取組みが評価され、IDC Future 
Enterprise Awards 2025において、「Best in Artificial and Generative Intelligence」
の国内受賞企業として選定されました。
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DX戦略委員会
●役員をトップとした各部門長による戦略検討
●DX全体戦略を策定
●各部門の取組みを統括・KPI管理

全体戦略・
方向づけ

各部門
●部門ごとに推進部署を設置
●部門DX計画の策定と、
　具体的な取組みの検討・実行

施策検討・
展開

K4 Digital株式会社
●アクセンチュア株式会社と共同で設立
●最新のデジタル技術を活用して、
　各部門の取組みを支援
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気づく 言える 行動する

「AIエージェントと創る新たな働き方」

「各事業領域におけるデジタル変革」
燃料・需給 発電 送配電 小売・ソリューション

サービス・プロバイダーへの転換 強靭な企業体質への改革

KX

EX VX BX

お客さまと社会のお役に立ち続け、持続可能な社会の実現に貢献することを目指す

ゼロカーボンへの挑戦

投資 効果 累積収支 2024年度効果 約270億円 2025年度目標 約293億円

2024年度までの投資 約1,300億円

IRR 約8%
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安心して
挑戦できる
風土 DXの具体事例

■AIによる分散型エネルギーリソース最適運用サービス（K-VIPs+）
　当社グループのE-Flow合同会社ではAI搭載の分散型サービスプラットフォーム
「K-VIPs+」を構築し、電力の需給を調整する複数のエネルギー市場の価格変動をモニタリ
ングしつつ、エネルギーリソースの運用計画を策定し、系統用蓄電池を効果的に運用するこ
とで手作業による運用よりも高精度・高効率な運用を実現しています。
　具体的には、AIが最も収益が期待できる市場の組み合わせを計算し、自動で入札配分を
提案するとともに、平日・休日問わず30分周期での自動取引をおこなっています。AIはVPP
の運用実績から収集されたデータに今後の様々な市況変動を織り込んで生成した約
5,000万レコードのデータを基に、累計1,000回におよぶシミュレーションを繰り返し、性能
を改善してきました。脱炭素化の潮流の中、再生可能エネルギーリソースの有効活用を促
進し、CO2排出の削減につなげています。

WEB詳細は関西電力グループのDX取組みをご覧ください

https://www.kepco.co.jp/corporate/notice/notice_pdf/20240711_1.pdf
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BXDX戦略

iPadを使いたいのですが
どうしたらいいですか？

社内でiPadを利用したい場合は、
以下の手順に従って申請してください。
～～(以下略)～～

質 問

回 答 ユーザー
FAQ

マニュアル
(約4,500
ファイル)

●質問にマッチする
記事を検索しラン
キング

●上位の検索結果表示

検索エンジン

●ランキング上位
の結果を要約

●回答文章を生成

生成AI

コント
ローラー

検索指示

検索結果

上位検索結果
・質問内容

回答文章

運用最適化システム

蓄電池運用最適化AI

AI
●VPP運用実績から収集された
データを元に、最適化モデルの
性能を評価

●シミュレーションを繰り返してお
こない性能を改善（累計1,000
回程度）

2024年度（第42回）
IT賞受賞

豊富なデータを活用し学習と検証

約5,000万レコード（延べ6.5万日分）

検証の一例（運用結果SOCの推移：3週分）
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データマネジメント
　各部門が効率的にデータ利活用サイクルを回せ
るよう、データ利活用基盤の整備を実施し、データマ
ネジメントの取組みを推進しています。取組みの１つ
として、DXを加速するためのデータ管理プロセス・
ルールであるデータマネジメント通達を策定してい
ます。通達に則り、ニーズ・シーズ起点でデータを収
集・蓄積し、利活用者のレイヤーに合わせた加工・提
供をおこなっています。

DX風土の醸成
　当社グループでは、年に１回、全社的なイベント
「KANDEN Digital Day」を開催しています。2025
年度はオンライン・会場のハイブリッド開催により約
1,100名が参加しました。プログラムとしては、社外
DX先進企業による基調講演、生成AIプロンプトカッ
プ（競技会）、DX取組事例の紹介（プレゼン発表・展示
デモ）、DX推進キーパーソン『DXな人たち』の表彰
を実施し、DX推進の意識醸成をおこなっています。

DX人財の育成
　当社グループでは、人財戦略として、関電グルー
プアカデミーと連携し、DX推進を担う人財育成にも
注力しています。育成対象者を高度DX人財／各部
門のDX推進者／全社員の3つに分類し、対象者に基
づいた育成施策を展開しています。2025年度から
は高度DX人財による生成AIの内製化や部門DX推
進者へのさらなる研修の充実等により、幅広い知識・
スキルの獲得を推進予定です。 

2025年データマネジメント賞 大賞受賞

■AIによるヘルプデスク業務の自動応答
　IT戦略室では、ITツール・システムに関する不具合や操作方法、問合せ対応を一元的に情報
提供する「ITサポートサイト」のチャットボットと検索機能に、生成AIを適用しています。正答率
80%以上、適切な応答時間で運用負荷も低く、効率的・効果的な社内ヘルプデスク業務を実
現しています。取組みによって得られた成果・ノウハウを活用し、管理間接部門（経理・調達・人
事労務等）への横展開を進めています。

DXの具体事例
■営業活動の高度化・効率化
　ソリューション本部では、営業ノウハウや提案資料等を学習させた生成AIを活用するこ
とで、誰もが効率的かつ高度な提案活動の実践が可能となる新たな営業スタイルへの変
革に向けた運用を開始しています。
　この営業スタイルでは、リード創出や商談活動等の各シーンにおいて生成AIがお客さまの課
題やニーズに応じた的確なアプローチ案を提示すること等をめざしており、営業力の底上げ・
提案品質の向上を図ります。さらに、実務における活用を見据えた生成AIプロンプトの整備や
勉強会の開催等、生成AIの利活用推進と定着化に向けた取組みも進行中です。

高度
DX人財

各部門の
DX推進者

全社員

育成人数

’24年度末
（実績）

’25年度末
（目標）

43名 50名

3,237名

約17,000名

5,600名


